
DH-KEN
ご利用者限定 アドバンス編視聴無料

Zoomウェビナー

　どうやって今の状態を説明したらいいのか、鏡で見せてもよく見えていないので
は。前回より良くなっている気がするけど、あるいは悪くなっている気がするけど、
前の状態はどんな感じだったっけ。などと感じながら診療を行ってはいないでしょ
うか。記憶はとても曖昧で、口腔内写真という記録があるだけでこのような悩みは
なくなり、患者さんにもわかりやすく口の中の状態を説明できるようになります。
そのためにも規格性のある鮮明な写真が撮れるようになることが大切です。
　本WEB講演会では、臨床における口腔内写真の活用について、実例を交えつつ
深堀りしていきます。

1. 規格性のある口腔内写真とは
2. 病状の説明に欠かせない口腔内写真
3. 比較することでわかる口の中の変化
4. 子どもたちの成長発育を記録しておく
5. 口腔内写真は医院のそして患者さんの財産

神奈川県 須貝歯科医院
須貝昭弘 先生

▶視聴方法

▶日本歯科衛生士会会員・生涯研修制度の単位取得について

開催日時

視聴料定員・先着500名 無料

DH-KENの
ホームページは
こちら

▶本WEB講演会の前に
DH-KENコンテンツ『撮る、読む、活用する口腔内写真』の受講をおすすめします
本講演会は、上記DH-KENコンテンツの内容をベースにしたアドバンス編となります。
DH-KENの定額プランや単科購入で同コンテンツをあらかじめご受講いただくと、より理解が深められます。

後日、DH-KENホームページ（https://dhken.jp）上にてご案内いたします。

日本歯科衛生士会会員の方は、本講演会の受講により日本歯科衛生士会第5次生涯研修制度における「特別研修」
の単位が取得できます。詳細はご登録いただいたメールアドレスに後日案内いたします。

後援 公益社団法人日本歯科衛生士会

講演の
ポイント

※講演配信の視聴等で生じる通信料は受講者のご負担となります

講師

6 18月 日（火）19：00～20：15

（LIVE）

アドバンスアドバンス


